History of Multimedia and Mass Communication : Approach to Information Literacy by 四戸, 友也 & Shinohe, Tomoya
－ 23－
多メディア化への歴史とマスコミュニケーション


















































































































































































































































































































































































































































国 16社に下りる．東京，大阪が各 2社，福井など 12
社に民放から電波が出された．これによってわが国の
放送は公共放送と民放が併存する形で発展期を迎える
ことになった．民放は広告収入で経営するということ
で広告業界も飛躍することになる．昭和 31年までに
民放ラジオは，地域に拠点を置きながら全国に配置さ
れた．この間，中央局と地方局との提携や地域局同士
の協力，新聞社との系列関係など複雑に絡み合いなが
ら今日に至っている．
　注目したいのは昭和 30年に「東京通信工業（ソ
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ニー）」が世界最初のトランジスタラジオを開発．世
界から注目を浴びるとともにラジオを個別的メディア
としての展開が始まったことも特筆したい．
●テレビジョン放送の始まり
電波監理局を所管する郵政省は 1952年（昭和 27年）
12月に京浜，名古屋，阪神地区に対しテレビ放送用
周波数の割り当てを決定，翌年 2月には「NHK東京
テレビ」がわが国初のテレビ放送を開始した．受信契
約数はわずか 866台で一般家庭に入るには少し時間
がかかるが，同年 8月には「日本テレビ放送網」（東京）
が初の民間放送テレビ局として開局した．広告媒体と
してのテレビへの人気を高めるため，街頭にテレビ受
像機を設置したのも普及に役立った．プロレスリング
やプロ野球の中継は人気を集め，多くの人を集めた．
広告媒体としてのテレビの価値を見出したことは
他のマスメディアにとっては脅威となった．
一方，NHKがラジオの全国的ネットワークを完成
させたように，テレビでも一元的ネットワークの構築
を目指した．民放テレビでは日本テレビに遅れること
2年目に「ラジオ東京テレビ」に認可が下りた．ラジ
オとの兼営という点で第一号．スポーツ中継を看板に
した日本テレビに対しドラマで対抗した．
現在のキー局といわれる東京の拠点局はその後
1959年に「富士テレビジョン」（現フジテレビ），「日
本教育テレビ」（テレビ朝日）が放送を開始して，地
方局とのネットワークを形成していく．
受像機にもメーカーの量産体制が整い 1958年には
年産100万台を突破．1959年の皇太子ご成婚のパレー
ドを見るためテレビの契約者数は急増した．
テレビの普及はこれまでのメディアにない社会的
な影響をもたらしている．わが国の経済成長と広告業
界の活況をもたらすとともに様々な分野の需要を喚起
した．家電製品や自動車の普及に貢献しただけでなく
グルメ志向やブランド志向などを日本人にもたらした
のは雑誌などの影響もあるがマスメディアとしてのテ
レビの影響は大きい．
●劇場化現象を生んだ実況中継
テレビは新聞などにない娯楽性もあり映画を衰退
させるほどの力があった．一方で注目したいのは実況
中継の威力だ．昭和 47年に起きた連合赤軍による浅
間山荘事件はテレビで中継され，あたかも全国民が現
場にいるような緊迫感を伝えた．ミニ戦争を体験して
いるようなものだったが，1991年の湾岸戦争ではバ
クダッドへのミサイル攻撃が行なわれている衝撃的な
場面が中継された．
また，政治の世界を劇的に変化させた．権力・権威
を雲の上から庶民のいる地上に引き摺り下ろしたこと
は，民主主義的な観点からは評価される部分もあるが
わが国の政治を混迷化させた一因といえるだろう．
ワイドショーや討論番組が定着する中で，恰好の
素材になったのは権力者の犯罪や失態だった．田中角
栄元総理が検挙や拘置所への移送は映像として報道さ
れ総理の権威は失墜した．逆にテレビを有効に利用し
たのは「ワンフレーズ」政治家として，賛成か反対か
を分かりやすく示して人気となった小泉純一郎元総理
はテレビを最もうまく活用した政治家だった．このと
きいわれたのは政治が劇場化したという言葉だ．政治
家の人気度はテレビの露出度と比例するというまでに
なった．政治家たちは競ってテレビ出演をするように
なった．なかには芸人もどき者まで現れ，大衆は優位
な立場に立たされた．衆院選は小選挙区になったこと
もあり政権が安定しなくなった．
●通信革命への助走
これまで新聞，雑誌，ラジオ，テレビという既存メ
ディアの歴史と発展，特性について述べてきたが，近
年，最も進行しているインターネットについて触れて
おきたい．その前段として電話を中心とした通信がど
のようなメディアとして発展してきたかを押さえ，イ
ンターネット革命が今後どのように発展し，既存メ
ディアとどう共存しうるのかを探っていきたい．
現在の世界を動かしているインターネットはアメ
リカ国防総省内に設置された高等研究プロジェクト局
（ARPA）が 1960年代に主導して開発した技術．
1962年に米国国防総省内に設置された高等研究プ
ロジェクト局（ARPA）が 1960年代に開発した技術
といわれている．APRA局にハーバード大音響心理
学研究所出身のリックライダーが着任し，「対話型コ
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ンピューティング」「銀河間コンピューターネットワー
ク構想」を提唱した．組織の協力もあり時分割処理シ
ステムをつないだネットワーク，いわゆる ARPAネッ
トが構築され，その後のインターネットにつながった．
橋元良明・京大教授は著書の「メディアと日本人」
の中で「インターネットの基本思想の形成には ARPA
局情報処理技術部の責任者に文系的要素を持つ心理学
系の研究者が開発に寄与した」と指摘している．イン
ターネットは単なる技術開発によって生み出されたも
のではなく「人とコンピューターの共生」という考え
方が当初からあった．
：日本へのネット導入
米国で開発されたインターネットは 1984年になり
日本にも入ってくる．東工大，慶応大，東大のモデム
が接続され JUNETが立ち上がった．これが日本のイ
ンターネットの始まりとされている．当初は研究者間
での利用であったが，1988年，アメリカ．1993年，
日本で商用ネットが始まり，一般への普及が始まる．
特にネット上の情報にアクセスできる www（ワール
ド　ワイド　ウェブ），それを閲覧するブラウザが開
発されインターネットの利用が爆発的に普及した．
○既存メディアと共存できるか
インターネットの特性は既存の新聞，テレビ，ラジ
オ，電話，雑誌，映画といったメディアをすべて包括
できる要素を持っていることだろう．その意味で画期
的メディアであり，技術だけでなく利用方法は進化し
続けている．文字，音声，静止画，動画という人間が
コミュニケーション手段に使っている視覚，聴覚全て
を網羅したメディアだ．あえて言えば嗅覚，臭いを伝
えることは出来ないが，それすら将来は可能になって
いるかもしてない．しかも一方通行ではなく双方向性
があるというのは既存メディアでは電話だけだ．
インターネットが本格的に普及を始めてからわず
か 15年余りしか経っていないが既存のメディア界に
与えた衝撃はかつてないものであった．ラジオやテレ
ビにとっては公共の資源である電波を使う関係で国家
からの認可など制約を受けるが，インターネットは基
本的に誰でも放送局になれる．しかも世界同時に発信
できる．技術的にはプロトコルを規制することで管理
も可能だが，基本的には技術者主導の分散管理にゆだ
ねられている．国家という障壁さえなくなっているの
がインターネットの世界である．
既存メディアは従来の発想だけでは経営が成り立
たなくなるだろう．
既存メディアにとって設備投資費用がかさむこと
は経営を圧迫する要因だったが，巨大な設備を要する
メディアは新規参入を阻み経営を安定させてきた．し
かしインターネットは大きな資本力なしで情報発信で
きるメディアであり，誰でも参加できる．
：既存メディアはコンテンツ産業へ
インターネットは既存メディアに取って代われる
要素を備えているが，基本はメディアのツールに過ぎ
ない．利用幅はとてつもなく大きいが，中身は人間が
つくるものだ．現在でもニュースコンテンツは既存メ
ディアからの提供でインターネット自体が取材，加工
しているわけではない．もちろんインターネットだけ
でニュース報道をして成り立つメディアが登場するこ
とも考えられるが，既存メディアとは共存共栄を図る
ことが可能だと考えている．その理由として明治以降
新聞，雑誌，ラジオ，映画，テレビ，通信（電話）そ
してインターネットとニューメディアが登場してき
た．その都度，既存メディアは生き残りをかけて，自
らの特性をいかしながら発展してきた．
しかし，インターネットの登場以来新聞，テレビは
売り上げを落としている．ネット時代に既存メディア
が対応しきっていない．それだけインターネットの進
化が早い．新聞，テレビは現在所有するコンテンツ産
業としの機能はインターネットも欲している．どのよ
うに共存していくかを探すことで多メディア化時代を
生きぬことが可能である．
映画がテレビの普及で一時衰退したが，その特性を
生かしながら新たな発展期を迎えているように思う．
規模は縮小してもメディアとしての特性を生かすこと
で再生できるはずだ．ただ人間に与えられた時間は 1
日 24時間．この中で新たなメディアの利用時間が増
えれば必然的に既存メディアとの接触時間は減る．利
用者側も多メディア化の時代にそれぞれのメディアを
どう使い，自らの生活を豊かにするかを学ぶ，多メディ
アリテラシーが必要になるだろう．今後はメディアの
歴史を踏まえながらマスコミュニケーションとしての
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メディアのツールとあり方や方向を探っていきたい．
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